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こ う

平成16年度国府遺跡発掘調査のいきさつとねらい

笛吹市春 日居町国府・寺本・熊野堂 。鎮 目に所在する甲斐国府推定地に関連する遺構 につい

て、春日居町教育委員会はこれまで14年 間にわたる確認発掘調査を実施 してきている。昭和63

(1988)年 度の国府遺跡池ノ尻地区で発見された古代礎石建物l■ を契機に、古代官衛遺構の確認

と、甲斐国府推定地域の遺跡残存状況の把握を目的に発掘調査、地中レーダー調査を昭和 63・ 平

成元 。2。 3・ 4・ 7・ 8・ 9。 10。 11・ 12・ 13・ 14。 15。 16年度に行ってきた。この結果、国

府遺跡に奈良 。平安時代の高床総柱の礎石建物llLが 2棟以上あり、官行に付属する租・出挙の

稲・米を納めた正倉群があること、その北限と西側の道万 町 地区に基壇状遺構 と石列遺構があ

ることを確認した。神東 町 遺跡では古墳時代後期～平安時代の竪穴住居址を20数軒・掘立柱建

物址 1棟を確認し、メノウ勾玉、「生」の刻書土器、灰釉陶器が出上した。さらに熊野南遺跡で

は奈良・平安時代の竪穴住居址 5軒 と石組遺構を確認し、 相]田遺跡では古墳時代後期～平安時

代の竪穴住居址10軒以上、掘立柱建物址 2棟・溝状遺構 。焼土遺構を確認した。国府遺跡・寺本

廃寺遺跡周辺の遺跡群で、古墳時代後期 (7世紀)か ら平安時代 (11世紀)にかけての集落跡・

倉庫跡があることがはっきりしたが、国庁や郡行などの官衛建物と断定できる大規模な建物址

は発見できなかった。しかし、遺物 としては緑 釉陶器、墨書土器、メノウ勾玉、獣足付火舎等

一般集落には伴わない高級品が出土しており、公的性格の濃い遺跡であることを間接的に示 した

のである。

平成12年度 (2000)の 国府関連遺跡発掘調査では、平成 9・ 11年度の狐塚地区に続き、熊野堂

字狐塚199番地の狐塚地区の畑の土地発掘の承諾をいただいたので、熊野南遺跡の広が りを追求

し、古墳時代後期 (7世紀)か ら奈良・平安時代の遺構の確認を目的に発掘調査を行った。平成

13・ 14年度 (2001。 2002)の国府関連遺跡発掘調査では、寺本廃寺遺跡の南西部の道万町地区を

発掘 し、溝跡、基壇状遺構、住居址を確認した。寺本廃寺の外郭遺構か、官衡の一部かとみられ

たが、結論は得られなかった。

平成15'16年度 (2003。 2004)の 国府関連遺跡発掘調査では、昭和63年度の国府遺跡池ノ尻地

区の西側の果樹畑を発掘し、礎石建物址の一部を追求することになった。

(十菱駿武)

2 位置と環境

本遺跡のある笛吹市春日居町は、甲府盆地東部の笛吹川の扇状地に位置し、北西に鬼 山 。御

室山が控え、東と西は笛吹川に画されている。明治40(1907)年 までは笛吹川が現在の流路 より

約300m南 を流れていたが、その年の大水害により、昭和63年度調査区 (国府字池ノ尻175番地)

の南までが流され現在の流路になった。今年度の調査区は宮川と平等川等の笛吹川扇状地に位置

し、昭和63年度池ノ尻調査区の西隣の畑である。

国府関連遺跡周辺は1950年 ごろは水田・桑畑がほとんどを占めていたが、現在はブ ドウ 。モモ

等の果実に転換され、一大果実地帯になっている。              (内 田裕―)
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国府関連遺跡発掘調査区一覧表 (1)

調査区

番 号
地 番 調 査 期 間 調査面積 備 考

①
こ う   いけ の じり

国府字池ノ尻173番地
昭和63年 11月 4日 ～

平成元年 3月 31日
1,115ピ

礎石建物址 2棟、基壇状

遺構、石列を確認。

②
すなはら

国府字砂原町308番地
平成 2年 2月 5日 ～

平成 2年 2月 17日
70■這 検出遺構無 し。

③ 国府字砂原町309番地
平成 2年 2月 13日 ～

平成 2年 2月 17日
10∬ 検出遺構無し。

④
国府字大 中寺

165番地-1

平成 2年 2月 19日 ～

平成 2年 2月 28日
40■ぽ 検出遺構無し。

⑤

くまの どう  きつたづか

熊野堂字 狐 塚

4・ 5番地

平成 2年 3月 1日 ～

平成 2年 3月 31日
1501ぽ

掘立柱建物址 2、 溝状遺

構、住居址等を確認。

⑥
どうまたちょう

寺本字道万 町 46番地
平成 3年 2月 13日 ～

平成 3年 3月 31日
1351ド 検出遺構無し。

⑦
熊野堂字狐塚

138番地-1

平成 4年 1月 27日 ～

平成 4年 3月 15日
165rざ 住居址を10軒確認。

③ 熊野堂字狐塚131番地
平成 4年 1月 27日 ～

平成 4年 3月 15日
110∬ 住居址を10軒確認。

③ 国府字池ノ尻175番地
平成 4年 12月 15日 ～

平成 4年 12月 23日
25=百

礎石建物址 の根石 を確

認。
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国府関連遺跡発掘調査区一覧表 (2)

調査区

番 号
地 番 調 査 期 間 調査面積 備 考

⑩ 熊野堂字狐塚155番地
平成 4年 12月 24日 ～

平成 4年 12月 23日
２ｍ 住居址を2軒確認。

①
しづ め  くぬぎ だ

鎮 目字 IF]田 311番地
平成 5年 1月 11日 ～

平成 5年 1月 22日
25ど 住居址を 1軒確認。

⑫
熊野堂字狐塚

135番地-1
平成 5年 1月 27日 ～

平成 5年 2月 2日
２ｍ

立川不動堂境内住居址 を

1軒確認。

⑬
寺本字 後 町

159番地-1
平成 5年 1月 25日 ～

平成 5年 3月 31日
100■ざ 住居llLを 3軒確認。

⑭
寺本宇道万 町

46番地-1
平成 8年 1月 16日 ～

平成 8年 3月 5日
80∬ 石積遺構、石列を確認。

⑮
熊野堂字藤木沢

336番地

平成 8年 3月 5日 ～

平成 8年 3月 30日
125■正 住居址を 1軒確認。

⑩
寺本字後町

175番地-1
平成 8年 11月 11日 ～

平成 9年 1月
40rだ 住居址を3軒確認。

⑫
寺本字道万町

41番地 -2
平成 8年 12月 ～

平成 9年 1月 31日
45r∬ 基壇状遺構を確認。

⑮
寺本字道万町

57-1・ 58番地

平成10年 3月 10日 ～

平成10年 3月 31日
２ｍ

基壇状遺構、住居址 1軒

確認。

⑩
熊野堂字藤木沢

321番地-2
平成11年 3月 8日 ～

3月 31日
150∬ 住居址を3軒確認。

⑩ 熊野堂字狐塚151番地
平成12年 1月 21日 ～

3月 31日
250r置 住居址を2軒確認。

④
熊野堂字狐塚

149番地-1
平成13年 3月 6日 ～

3月 31日
150∬ 住居址を3軒確認。

②
寺本字道万町

49番地-1
平成13年 11月 7日 ～

12ナ]10日
100r貰

溝跡・基壇状遺構 を確

認。

④
寺本字道万町

49番地-1
平成15年 2月 18日 ～

3月 31日
90r∬

溝跡・住居址 を 1軒 確

認。

⑭ 国府字池ノ尻171番地
平成15年 11月 19日 ～

12ナ]27日
２飢 礎石建物址を確認。

⑮ 国府字池ノ尻171番地
平成17年 1月 12日 ～

3月 9日
50∬ 礎石建物址を確認。
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3 調査経過

国府遺跡の調査の歴史は今から約30年前までさかのぼる。国府字池ノ尻175番地の窪田徳一郎

氏のブドウ園より昭和29(1954)年 12月 、礎石が 6個発見された。その情報を町文化財審議会委

員野沢昌康氏が耳にし、その後何回か野沢氏 を中心に調査がおこなわれた。その後昭和62

(1987)年 に寺本廃寺第 3次発掘調査がおこなわれた際、池ノ尻175番地の地中レーダー調査も

実施され、試掘調査により礎石 7カ 所と石敷基壇を確認した。

昭和63(1988)年 に池ノ尻175番地の全面発掘調査を目的として昭和63年度国府遺跡発掘調査

が実施された。その結果礎石建物址 2棟、基壇状遺構、石列が確認された。遺物は土師器、須恵

器、灰釉陶器、瓦、炭化材、炭化米がテンバコ6箱分出上した。

それ以降の発掘調査は国府関連遺跡の範囲確認を目的として実施した。平成元年度発掘調査で

は調査区を4カ 所設定 し、 狐 塚 4・ 5番地において掘立柱建物址 2棟、住居址 7軒、溝状遺構

を確認した。遺物は土師器、須恵器、灰釉陶器がテンバコ10箱分出土 した。またこの調査と平行

して地中レーダーを使用した範囲確認調査も実施され、国府字大 中 寺を中心に溝状遺構・住居

址等があることが確認された。平成 2年度発掘調査では寺本字道万 町 46番地において住居址 1

軒、溝状遺構等を確認した。遺物は土師器、須恵器、え化材がテンバコ 5箱分出土した。またこ

の調査と平行して地中レーダーを使用 した範囲確認調査も実施され、寺本字 後 町において住居

址、窯跡状遺構を確認 した。平成 3年度発掘調査では熊野堂字狐塚131番地・138番地-1に おい

て奈良・平安時代の住居址を20数軒確認した。遺物は土師器、須恵器、灰釉陶器、 緑 釉陶器、

瓦等がテンバコ8箱分出土した。またこの調査と平行して地中レーダーを使用した範囲確認調査

も実施され、熊野堂狐塚地区の立川不動堂周辺において溝状遺構を確認 した。平成 4年度発掘調

査では5カ所の調査区を設定した。国府字池ノ尻175番地では礎石建物址の根石を確認し、土師

器、須恵器等がテンバコ 1個分出土した。熊野堂字狐塚155番地では平安時代の住居址 1軒を確

認し、土師器、須恵器等がテンバコ 1個分出土した。鎮目字 押i田311番地では平安時代の住居址

1軒 を確認し、土師器、須恵器、緑釉陶器等がテンバコ1個分出上した。熊野堂字狐塚135碁地

-1(立川不動堂境内)においては平安時代の住居址や溝状遺構を確認 し、土師器、須恵器、五

輪碁の地輪、風輪が出土した。寺本後町159番地-1(ふれあい広場 A)においては古墳時代の

住居址 1軒、平安時代の住居址を 2軒を確認し、土師器、須恵器、瓦、勾玉がテンバコ6個分出

土した。またこの調査 と平行 して地中レーダーを使用した範囲確認調査 も実施され、国府字池ノ

尻地内において礎石、基壇状遺構、溝状遺構等を確認した。

平成 7年度の発掘調査においては寺本字道万町41番地 -1、 熊野堂字藤木沢336番地において

調査を実施した。その結果寺本字道万町41番地-1で は石列、石積遺構、住居址等を確認し、土

師器、須恵器、布目瓦等がテンバコ3個分出土した。熊野堂字藤木沢336番地では奈良時代の住

居l■ 1軒を確認し、土師器、須恵器、灰釉陶器、獣足状土製品等がテンバコ 3箱分出土した。

平成 8年度の発掘調査においては寺本字後町175番地-1、 寺本字道万町41番地-2に おいて

調査を実施した。その結果寺本字後町175番地-1で は平安時代の住屋址を 3軒確認し、土師器、
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須恵器、灰釉陶器、布 目瓦、鉄製品等がテンバコ3箱分出土した。寺本字道万 町 41番地 -2で

は基壇状遺構、石組遺構等を確認 し、土師器、須恵器、灰釉陶器、布目瓦等がテンバコ3個分出

土した。

平成 9年度の発掘調査は寺本字道万町57番地 -1・ 58番地で実施した。その結果、平安時代の

住居址 1軒、基壇状遺構 lヶ 所を確認し、土師器、須恵器、布目瓦等がテンバヨ3箱分出土した。

平成10年度の発掘調査は熊野堂藤木沢321番 地 -2で実施した。その結果、平安時代の住居址

3棟を確認し、土師器 。須恵器 。鉄製品がテンバコ2個分出土した。

平成11年度の発掘調査は熊野堂 狐 塚151番地で実施した。その結果、奈良時代の住居址 1軒、

平安時代の住居址 1軒を確認し、土師器、須恵器、緑釉陶器、鉄製品がテンバコ4個分出土した。

平成12年度の発掘調査は熊野堂字狐塚149番地-1で実施した。その結果、奈良時代の住居址

1軒、平安時代の住居址 2軒を確認し、土師器、須恵器、緑釉陶器、灰釉陶器、鉄製品がテンバ

コ4個分出土した。

平成13年度の発掘調査は寺本字道万町49番地-1で実施した。その結果、平安時代の住居址 1

軒、基壇状遺構 lヶ 所、溝状遺構 1カ 所を確認し、土師器、須恵器、布目瓦等がテンバコ 3箱分

出土した。

平成14年度の発掘調査は寺本字道万町49番地-1で実施した。その結果、平安時代の住居址 1

軒、石敷基壇、溝状遺構 1カ 所を確認し、土師器、須恵器、布目瓦等がテンバコ3箱分出土した。

平成15年度の発掘調査は国府字池ノ尻171番地で実施した。ブドウ畑、モモ畑であった池ノ尻

地区が、窪田菊美氏の全面的な協力を得られたため、昭和63年度の池ノ尻地区の礎石建物址の位

置から試掘 トレンチ 5カ 所を設定した。その結果、礎石建物

址 1棟、基壇状遺構を確認し、土師器、須恵器、布目瓦、炭

化米・炭化材等テンバコ 3箱分が出土した。

平成16年度の発掘調査は国府字池ノ尻171番 地で実施 し

た。ブドウ畑、モモ畑であった池ノ尻地区が、関回千な子氏

の全面的な協力を得られたため、昨年度一部確認した礎石建

物址の規模 。性格を確認するためにトレンチ 2カ 所を設定し

た。その結果、礎石建物址 1棟・集石遺構 を確認 し、土師

器、須恵器、布目瓦、炭化材等テンバコ 3箱分が出土した。

調査概要

中

国府遣跡標準土層図

I 表■ (耕作■)

H 資褐色砂質土

(iOYR5/6)

al 躇区偶epJAL
(7 6YR9/4J

皮化粒子 則七材を多く含儀

土器細片を含む。

(2 5Va/3)
砂質分が鞍しヽ。

這綺構蘊

遺 跡 名 小 字 ・ 地 番 調 査 期 間 調 査 面 積

跡
　
区

つヽ腿
ω翔

こ
国

け
池

国府字池ノ尻171番地 平成17年 1月 12日 ～ 3月 9日 50だ
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4 遺構

鸞
銃
ガ

0             10m

平成16年度調査 国府171地区全体図
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平成16年度調査 国府171地区 1ト レンチ平面図
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平成16年度調査 国府171地区 2ト レンチ平面図
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国府池ノ尻171地区
そせき

この調査区では昨年度確認された礎石建物址の規模等を把握するために2カ 所の トレンチを設

定 した。ブ ドウ・モモが植えられ、ビニールハウスの柱 もあるため、50だ の部分発掘 にとどま

り、遺構の全面発掘調査はできなかった。 1ト レンチで集石遺構を、 2ト レンチで礎石建物址 1

棟を確認した。 1ト レンチでは集石遺構を、 2ト レンチでは礎石建物址 1棟を確認した。

1ト レンチでは集石遺構を確認した。

2ト レンチでは礎石建物址 1棟分を確認した。礎石 2カ 所、根石 7カ 所を検出した。東西 2間

(4m)以上、南北 4間 (8m)以上の規模があり、根石の中心から中心までは180cmを 測る。

北側の礎石は長径90cm、 短径60cmで あり、西方へ傾いた状況で出土した。南側の礎石は長径80

cm、 短径70cmで あり、上面は平坦で、直径30cmの 柱座の跡を確認した。この礎石は昨年度の発掘

調査でも出土している。遺物は土師器・須恵器・布 目瓦の破片が出上した。

(内田裕―)
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遺物

国府池ノ尻171地区では、古墳時代～平安時代の上師器、須恵器、布目瓦が出上した。

特に 1ト レンチでは古墳時代後期の高郭・奏等が出土した。また炭化物散布層を確認し、炭化

米粒子・炭化材が出土した。

(内田裕一)

1ト レンチ出上

大甕

平成16年度調査 国府171地区出土遺物

2ト レンチ出土
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6 まとめと課題

平成16年度の池ノ尻171地 区では 2つ の トレンチ50∬ を発掘 した。ビニールハウスでモモとブ

ドウが植えられていたため、発掘調査できた面積は少なかった。 トレンチの設定は、池ノ尻171
そ せき

地区で発見された礎石建物址1棟の全面的な確認をめざし、礎石2個 と根石13カ所と基壇状遺構

を検出した。

2ト レンチの遺構は基壇と礎石 2個、根石13カ所を発見し、南北棟の礎石建物址の規模を確認

することができた。礎石建物4Lの規模は、南北 4間以上、東西 2間以上で、総柱の 5間 ×4間 と

推定される。堅い版築状の基壇面が 2ト レンチ全体でみられることから、 2ト レンチの南方と西

方にひろがるものとみられる。この礎石建物址を 3号建物址 と称することにする。建物址の時期

は布目瓦と須恵器が伴出していることから、奈良～平安時代と推定できる。一方 1ト レンチの集

石遺構は面としての連続は弱いが、基壇状遺構の外装石材である可能性があり、炭化材と戊化米

が面的に集中していることから、古代建物の辺縁であるとみられる。

このことから、国府遺跡では 3棟の礎石建物址を確認し、東西に並列で存在するものとすれば

6棟以上の南北棟礎石建物が存在することを推定できた。池ノ尻174地 区の 1号礎石建物址は 4

間×5間で、総柱構造であること、ならびに、炭化米が多数出土していることから古代奈良～平

安時代の正 倉と断定されている。 6棟以上が集中すれば、山梨郡行に付属する正倉群 (正倉院)

の可能性が高い。正倉院は発掘された埼玉県岡部町中宿 遺跡 (武蔵国榛沢郡家)では正倉17棟

があり、南北棟総柱建物で I期～Ⅲ期 (7世紀末～ 8世紀中葉)ま では掘立柱建築であるがⅣ期

(8世紀後半～ )の倉庫は礎石建物に建て替えられている。中宿遺跡や仙台市郡山遺跡、岐阜

県関市弥勒寺東遺跡等の事例からも、郡家郡庁院に付属する正倉 (正倉院)と みてよい。古代官

行の調査経験の広い平川南氏 (国立歴史民俗博物館教授・山梨県史専門員)や `鳥
羽政之氏 (岡部

町教育委員会文化財保護室)の教示により、遺構が甲斐国山梨郡行 (郡家)の正倉の一部である

可能性が高いことになった。遺構は畑であり、道の南側は笛吹川氾濫により流されている可能性

はあるが、この国府遺跡一帯が古代官行施設の一角であると推定される。私見では、寺本廃寺に

南接する道万 町地区は郡 庁 院の一角であり、池ノ尻地区が正倉院と推定される。これまで甲斐

国府関連遺跡の調査を春日居町教育委員会・笛吹市教育委員会は継続してきたが、 2年間の調査

で山梨郡家の実像に迫る大きな成果を上げることができた。しかし調査では池ノ尻171地区の部

分発掘調査にとどまったので、より広い面積の発掘調査を実現し、正倉院と郡家推定施設の広大

な発掘を実現していただきたい。国 。県・市の行政機関と地権者関口千な子氏や耕作者・地元市

民の全面的なご理解とご協力を得ることを切望したい。調査に従事 した調査参加者各位・関係者

の皆様に厚 く感謝する次第である。
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1ト レンチ発掘状況 (東より)

1ト レンチ発掘状況 (南より)
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2ト レンチ発掘状況 (北より)

2ト レンチ発掘状況 (南より)
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2ト レンチ発掘状況 (西より)

2ト レンチ発掘状況 (東より)
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